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共通仕様書（土木工事編）の改定について

【共通仕様書とは】

○土木工事共通仕様書とは、契約書と設計図書の内容について、
・統一的な解釈と運用を図るとともに、
・その他必要な事項を定め、契約の適正な履行の確保を図ることを目的としたもの。

○発出された通達、改定された技術基準等に対応するため、近年は毎年改定を実施。

○施工管理基準（出来形管理基準、品質管理基準、写真管理基準）も併せて改定。

【令和8年度 土木工事共通仕様書の主な改定内容】

１．地方整備局等からの意見や現場実態などを踏まえた改定
・監理技術者等の設置に係る運用を規定
・地方整備局等からの意見などを踏まえた記載内容の適正化

２．共通仕様書に引用されている技術基準等・JISとの整合
・現行の舗装工事の品質管理手法に加えて現場の省力化が図れる新たな手法を規定
・令和7 年度改定の 道路橋示方書 ·同解説、道路土工構造物技術基準などとの 記載内容の整合
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①土木工事共通仕様書

 ■監理技術者等の設置に係る運用を規定

・監理技術者等の設置に係る運用である「監理技術者制度運用マニュアル」
を遵守することを新たに記載

＜新条文＞
主任技術者及び監理技術者

1.主任技術者及び監理技術者の設置
当該工事における主任技術者及び監理技術者の設置は建設業法第26条に規定した事項

である。

2.主任技術者及び監理技術者の設置の運用
受注者は、建設工事現場に置く技術者の適正な設置に係る最新の運用
（「監理技術者制度運用マニュアルについて」(平成16年3月1日 国総建第316号))を
参考に、監理技術者制度についての基本的考え方、運用等について熟知し、
建設業法に基づき適正に業務を行う必要がある。
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➁舗装工事における品質管理基準及び規格値の改定
・ICT技術の発達により、現場の省力化が図れる技術について、現場実証を踏まえ、新たな手法
として、管理要領（案）を策定するとともに、「土木工事施工管理基準（案）」の品質管理基準
及び規格値（案）に追加

・新たに 「地盤変形量測定装置を用いたプルーフローリング管理要領（案）」「表面温度測定
装置を用いたアスファルト舗装の温度管理要領（案）」を追加
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➂品質管理基準及び規格値

・現行の舗装工事の品質管理手法に加えて現場の省力化が図れる新たな手法を規定
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➃写真管理基準

■撮影箇所一覧表の区分に関する記載内容の適正化

 ⇒工事工種体系の名称と整合させ、記載の表現を変更
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➄様式の変更 【重要】

・電子契約において、契約日が電子署名日（システム上のタイムスタンプ日）となったことにより、

契約日より契約工期の始期が前となっている工事があったため、着工届の契約日の記載を削除

→受注者から提出される各種様式について記載内容を確認！！
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共通仕様書（土木工事編）の改定について

➄様式の変更 【重要】

・着工届と同様に、以下様式を変更

監督員通知書、現場代理人及び主任技術者等通知書、貸与品借用書、貸与品返納書、

請負代金額の変更、施設の部分使用同意、工事出来高報告書、現場発生品調書
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⑥様式関係の改定

管理基準では「出来形管理図表を作成し管理する」こととしているが、
様式の記入例では、ばらつきの％（率）を記載した場合、「出来形管理図表を不要とすることが
可能」となっていたため、作成要件が整合していなかった。
→整合を図り、出来形管理図表の作成不要を削除
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